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技術の概要

曲げの負荷形態でのクリープ試験を実施いたします。部品のモックアップ試験も可能です。

金属材料の曲げおよびモックアップクリープ試験

Cat.No 3E3J-157-00-230721

電極部品の長期信頼性を評価する際などで、曲げのクリープ特性が必要となるケースがあります。大型の炉と
専用の重錘負荷装置を用いることにより、曲げの負荷形態での高温クリープ試験を実施いたします。部品の
モックアップ試験も可能です。条件に応じた適切な試験片・治具の検討もいたします。

曲げクリープ試験装置

曲げクリープ試験装置

● 試験温度： 300～1100℃

● 炉の内径（試験のスペース）：φ128mm

● 負荷形態： 曲げ、引張、圧縮、せん断 （治具の検討により、曲げ以外の負荷形態も可能です。）

● その他： 試験中のクリープ変形（たわみ変位）も計測できます。

部品のモックアップ試験をはじめ、様々な形態の高温変形試験の検討も致します。
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